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§ 1．ここ数年来，笠原他（ 1973a，b，c，1974a，b ），津村（ 1973 ）等は海底地震計，堂平

微小地震観測網等を使って関東周辺（ 房総沖を含む ）の微小地震活動を調べてきた。その結

果，関東地域の微小地震活動のパターンがわかってきた。例えば，マントル中の微小地震の

線上活動（ Kasahara et al.，1974a；津村，1973 ），とか関東の下の 2 枚の交叉するスラ

ブ上に起る地震活動（ 津村，1973 ）である。しかし，堂平観測網では伊豆半島の震源まで

しか精度良く決定できない。

　他方，名古屋大学の微小地震観測ネットの犬山，高山では，浜名湖より東側の微小地震を

精度良く決定できない。

　以上の理由のために，常設微小地震観測ネットでは浜名湖から伊豆半島付近までの微小地震

活動を調べることは困難であった。また，過去この地域の微小地震活動はほとんど調べられ

たことがない。しかし，この地域は，その発生が心配されている東海道沖大地震に関して重

要な場所であり，微小地震活動を調べることは非常に重要である。

　笠原他（ 1973d ）は海底地震計を使って駿河湾（ 南海トラフ ）の微小地震活動を調べた。

その結果，相模湾（ 相模トラフ ）にくらべて駿河湾（ 南海トラフ ）の微小地震活動の方がかな

り高いことがわかった。東海地方の微小地震観測を強化するために，富士川地殼変動観測所

でも高感度地震観測を始めた。

　他方，名古屋大学地震観測移動班が 1973 年 7 月 25 日～ 10 月 10 日静岡周辺で臨時観測を行

った。そこで，堂平地震観測所，房総畑観測点，富士川地殼変動観測所，名大臨時観測点，

名大犬山観測点の結果を用いて震源決定を行った。1973 年 7 月 20 日～ 10 月 10 日までの活動

を調べた。観測点の配置は第 1 図に示した。

§ 2． 第 2 図は 7 月 20 日～ 31 日の震央分布である。7 月下旬は主として茨城沖および筑波付近
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八丈島東方付近に活動の活発な場所があった。南海トラフの地震が 1 個，浜名湖付近に 1 ～ 2

個の地震があった。八丈島付近の震源決定精度は特に悪い。

　第 3 図は 8 月中の震央分布である。7 月の活動域の他に，福島沖に活動があった。また駿

河湾～渥美半島にかけていくつかの地震があった。

第 4 図は 9 月中の震央分布である。特に顕著なことは，①新島付近に群発活動があった，

② 9 月 30 日銚子に M ＝ 6.1 の地震が発生した，③千葉市付近に群発活動があった，④安倍川付

近に地震活動があった，等であった。この図には銚子の地震の余震と思われるものは含まれ

ていない。

　第 5 図は 10 月 1 日～ 10 日の震央分布である。10 月 1 日に銚子で M ＝ 5.8，5.0 の 2 つの地震が起

った。第 4 図と同様，余震は含まれていない。今市～足尾周辺にいくつかの活動があった。

南海トラフの地震があった。

　第 6 図は銚子の地震の余震分布である。上側の図は 9 月 30 日 15：17 ～ 10 月 1 日 23：15 まで

であり，下側の図は 10 月 1 日 23：16 ～ 10 月 2 日 02：20 の余震域である。両余震域とも，M

＝ 6.1，5.8，5.0 の地震の北方に分布している。

　以上の結果から次のことがわかった。①関東地方の地震活動は 1971 年 1 年間の微小地震

活動（ 津村，1973 ）の傾向とほぼ同じであった。②伊豆半島～伊勢湾にかけての東海地方

では，安倍川付近，駿河湾，浜名湖付近に地震が集中する傾向がある。③南海トラフの地震

がいくつかあった。④伊豆半島の微小地震活動は低かった。

　東海地方の微小地震活動度は決して低くなく，観測精度を上げればもっと詳細に微細構造

を調べることができるであろう。伊豆半島沖地震の余震観測のために，1974 年 5 月 12 日か

ら観測を行っている御前崎観測点における観測を 10 月まで延長継続する予定である。
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第 1 図　観測点の分布
Fig. 1　Station map used in the present study.

第 2 図　1973 年 7 月 20 日～ 31 日の震央分布
Fig. 2　Epicenter distribution from 20th to 31 in July, 1973.
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第 3 図　1973 年 8 月の震央分布
Fig. 3　Epicenter distribution in August, 1973.

第 4 図　1973 年 9 月の震央分布
Fig. 4　Epicenter distribution in September, 1973. Aftershocks 

of the Choshi earthquake, on September 30th, 1973 are not 
shown in this figure.
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第 5 図　1973 年 10 月 1 日～ 10 日の震央分布
Fig. 5　Epicenter distribution from 1st to 10th October, 1973. Aftershocks 

of the Choshi earthquake are not also shown in this figure.

第 6 図　銚子地震の余震分布
Fig. 6　Aftershock distribution of the Choshi earthquake. Main and two

large aftershocks of the Choshi earthquake are located south 
of the aftershock area.
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